
 

 

  荒尾市立平井小学校 

 （平成２５・２６年度文部科学省・熊本県教育委員会指定、平成２５年度荒尾市教育委員会委嘱、

平成２６・２７年度荒尾市教育委員会指定 人権教育研究指定校） 

 

１ 研究主題 

笑顔まんかい平井っ子の育成 
～自他を大切にする子どもの育成を目指した学校づくりを通して～ 

 

２ 研究主題設定の理由 

(1) 今日的課題から 

「人権教育の指導方法等の在り方について［第三次とりまとめ］」の中で、学校にお

ける人権教育の目標は、「一人一人の児童生徒がその発達段階に応じ、人権の意義・内

容や重要性について理解し、［自分の大切さとともに他の人の大切さを認めること］が

できるようになり、それが様々な場面や状況下での具体的な態度や行動に現れるととも

に、人権が尊重される社会づくりに向けた行動につながるようにする」と示されている。

また、「第２期くまもと『夢への架け橋』教育プラン」では、取組の基本的方向性の中

で「自他の命を大切にする心や人権を尊重する態度をはぐくむ」ことを示し、子どもた

ちが命の大切さを理解し、自分や他人を大切に思い、すべての命を大切にする心や人権

を尊重する態度をはぐくむことが何より重要であると明記している。さらに「平成２６

年度人権教育取組の方向」においても、人権教育の目標達成のため、校長がリーダーシ

ップを発揮し、「効果的な役割分担により推進体制の機能を更に強化し、情報を適切に

共有しながら、学校全体で積極的に取り組む環境を整備する。」ことが示されている。 

このように、一人一人の人権が尊重される学校づくりを行い、学校の教育活動全体を

通じて人権教育を充実させることによって、児童に自他の人権を大切にする意識と実践

力を育んでいくことは重要なことである。 

(2) 本校の教育目標から 

本校では、学校教育目標に「健康な身体、豊かな心、確かな学力を持つ児童の育成」

を掲げ、本校の歴史と伝統を尊重し、全職員の一致協力のもと愛情と信頼に満ちた教育

活動を展開している。特に人権教育の充実に向けた重点努力事項として「自他の人権や

生命を尊重し実践する力を高める教育活動の充実」「教職員の人権問題に関する基本的

認識の確立と実践的指導力の向上」「保護者・地域・関係機関と連携した人権教育・啓

発活動の推進」「いじめの根絶と不登校の未然防止」を掲げ、学校総体で取り組んでい

る。 

また、児童会の取組の中で、平成２０年度に児童のアイデアから「花の

ように笑顔まんかい平井小」というキャッチコピーが、翌年には「スマッ

ピー」という平井小オリジナルキャラクターがつくられ、子どもたちが願

う「笑顔まんかい」の学校づくりを目指した取組が現在へと受け継がれて

いる。 

本研究主題は本校の歴史と伝統に基づいた目指す学校像・児童像の追求であり、人権

教育を基盤とした教育活動を充実していくことは、本校の学校教育目標の具現化につな

がるものである。 

 (3) 児童の実態から 

本校児童は明るく素直である。しかし、相手の意見を共感的に聞くことができなかっ

たり自分の思いや考えを表現することが苦手であったりするなど、相手の立場に立った

行動や自己表現を苦手とする面が見られた。また、粘り強く何かに挑戦する姿勢が身に

ついていない児童も見られた。これらのことから、自他を大切にする支持的風土づくり

・集団づくりを進め、すべての教育活動を通して自己肯定感・自己有用感を高めていく

必要があると考え研究実践に取り組んできた。 

〔スマッピー〕 

Ⅰ 研究の概要 
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人権教育研究指定校として１年目の研究実践を通して、ペアトーク等を取り入れた伝

え合い、認め合う授業を展開したことで、相手の話をしっかり聞くことができる児童が

増えてきた。また、人権が尊重される学習活動づくりチェックシートの活用等によって

教職員の人権感覚が高まり、子どもたちのよさに目を向けることが多くなったことで、

「認められている・大切にされている」と感じる児童も増えていることがアンケート調

査の結果から分かった。しかし、掃除を時間いっぱいにできない児童や係活動を人任せ

にして積極的に取り組むことができない児童がいたり友達を呼び捨てにしたりするなど、

児童は他者を大切にするための具体的な行動が十分できていないと感じていることが分

かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※４つの選択項目「よくあてはまる」「ややあてはまる」「あまりあてはまらない」「ま

ったくあてはまらない」から、肯定的な評価「よくあてはまる」「ややあてはまる」

の集計結果を示している。 

そこで、児童の人権意識を高める取組を継続しながら、自他を大切にする態度の育成

を一層推進するため、挨拶や言葉づかい、後始末など具体的な生活場面での指導や、学

び合う活動を取り入れるなど学習活動の在り方を一層改善し、自他を大切にしようとす

る実践行動にまで高めていく必要があると考えた。 

３ 研究主題のとらえ方 

○笑顔まんかい：自分のことだけでなく他者のことも大切にできる集団の中で、すべての子

どもが気持ちよく笑顔で過ごしている姿 

○自他を大切にする：自分の幸せを求めると共に、他の人の幸せを尊重する姿 

４ 目指す子どもの姿 

え：えんりょをしないで思いを伝え、認め合う子ども 

が：がんばりぬいて、力を伸ばす子ども 

お：おおきなあいさつ、進んで気持ちの良い学校をつくる子ども 
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〔学級集団の傾向を把握するためのアンケート結果〕 

〔学校評価（児童アンケート）結果〕 
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５ 研究仮説と研究の視点 

仮説１ 人権を大切にする視点を取り入れた授業づくりを行っていけば、自他のよさに気づ

き、互いに認め合い、確かな学力を育む学習活動になるであろう。  

【人権が尊重される学習活動づくり：きらきら部】 

※ 「人権を大切にする視点を取り入れた授業」とは、人権教育を通じて育てたい資質

・能力を明確に位置付けた授業である。また、「第三次とりまとめ」に示されている

「人権が尊重される授業づくりの視点」を取り入れた授業である。 

 

仮説２ 他者とふれ合う様々な交流の場を設定し工夫すれば、コミュニケーションの技能

が高まり、他者の意見を共感的に受け止める人間関係を育むことができるであろ

う。【人権が尊重される人間関係づくり：にこにこ部】 
 

仮説３ すべての教育活動において児童のよさに目を向け、一人一人を大切にする取組を

行っていけば、自尊感情を育み他者理解を深める学校環境となるであろう。【人権が尊

重される環境づくり：わくわく部】 

６ 研究の視点と具体的な研究内容 

(1) 【人権が尊重される学習活動づくり】について［仮説１］ 

○ 分かる・できる授業づくり（授業のユニバーサルデザイン化） 

○ 伝え合い、認め合う授業づくり（学び合いを大切にした授業展開の工夫） 

○ 知的理解を深める授業づくり（教科等と関連させた学習の工夫） 

(2) 【人権が尊重される人間関係づくり】について［仮説２］ 

○ 人とのつながりの場づくり（交流活動の実施） 

○ ソーシャルスキル習得の工夫（自尊感情の向上） 

(3) 【人権が尊重される環境づくり】について［仮説３］ 

○ 言語環境、生活環境の整備（校内言語環境、校内掲示等の改善） 

○ 保護者や地域への啓発と職員研修の充実（人権意識の向上） 

７ 研究構想図 
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互いに認め合う

学校・学級

笑顔まんかい平井っ子の育成

児童の実態

○ 言語環境、生活環境の整備

○ 保護者等への啓発と職員研修

○ つながりの場づくり

○ ソーシャルスキル習得

仮説３：環境づくり

保護者の願い地域・社会の要請

生
徒
指
導

仮説２：人間関係づくり
仮説１：学習活動づくり

教
科
等
指
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学
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経
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等

○ 分かる・できる授業
○ 認め合う授業
○ 知的理解を深める授業

Ⅲ（２６）平井小 3 



 

 

 

１ 本校における人権教育を通じて育てたい資質・能力 

 (1) 人権教育を通じて育てたい資質・能力の具体化 

［第三次とりまとめ］には、「人権教育は、人権に関する知的理解と人権感覚の涵養

を基盤として、意識、態度、実践的な行動力など様々な資質や能力を育成し、発展させ

ることを目指す総合的な教育である」と示されている。そして、「人権教育を通じて培

われるべき資質・能力について３つの側面（知識的側面、価値的・態度的側面、技能的

側面）からとらえることができる」とされている。 

そこで本校では、［第三次とりまとめ］に例示してある人権教育を通じて育てたい資

質・能力をもとに、本校児童の実態を考慮し「人権教育を通じて育てたい資質・能力と

求める児童の姿一覧表」を作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔人権教育を通じて育てたい資質・能力と求める児童の姿一覧表〕 

その中で、児童の実態に応じて特に力を入れて育んでいくべきと考える資質・能力を

最重点項目（◎）・重点項目（○）と定め、それぞれの資質・能力について、児童の発

達段階に応じた「具体的な児童の姿」を設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔人権教育を通じて育てたい資質・能力（重点）と具体的な児童の姿：一部抜粋〕 

☆人権教育を通じて育てたい資質・能力と求める児童の姿一覧表【第三次とりまとめ 指導の在り方編から】

人権教育を通じて育てたい資質・能力 求める児童の姿（平井小学校）

ア◎自由、責任、正義、平等、尊厳、権利、義務、相互依存性、連帯性等の概念 人が幸せに生きるために大切なことを、生活と結びつけて理解する。
への理解 ・平等 ・責任 ・自由（権利）と義務 ・正義

人権の発展・人権侵害等に関する歴史や現状に関する知識 人権や命を守るため行動してきた人々の生き方を通して、様々な人権問題について正し人 イ：
く理解する。権

・同和問題 ・水俣病をめぐる人権 ・戦争の悲惨さと平和の尊さ ・女性の人権に 知
・HIV感染者、ハンセン病回復者等の人権 ・高齢者の人権 ・障がい者の人権関 識

す 的
憲法や関係する国内法及び「世界人権宣言」その他の人権関連の主要な条約 人権を守るための決まりや約束、法律などを知る。る 側 ウ：
や法令等に関する知識 ・世界人権宣言 ・子どもの権利条約 ・日本国憲法知 面

自 的
エ○自尊感情・自己開示・偏見など、人権課題の解決に必要な概念に関する知識 きめつけや偏見が人権を奪うことを知り、それを防いだり、解決したりする方法につい分 理

て知る。の 解
（ ）自 人 ・きめつけ ・差別 ・いじめ ・話合い ・相談 ・人権集会 ・人権学習 月間

分 権
人権を支援し、擁護するために活動している国内外の機関等についての知識 人権を守るために活動している人々や、しくみがあることを知る。の を オ：

・人権啓発センター（隣保館）や集会所 ・解放子ども会や学習会 ・ユニセフ人 守
権 り

人間の尊厳、自己価値及び他者の価値を感知する感覚 人間のすばらしさや自分の大切さ、まわりの人たちのよさに気付く。を ア：
守 他

イ◎自己についての肯定的態度 あるがままの自分を認め、自分らしく成長していこうとする。り 者 価
の 値

ウ○自他の価値を尊重しようとする意欲や態度 自分や他の人たちをかけがえのない存在ととらえ、大切にしようとする。他 人 的
者 権 ・

多様性に対する開かれた心と肯定的評価 様々な立場や考え方のちがいに気付き、それらを認めようとする。の を 態 エ：
人 守 度

正義、自由、平等などの実現という理想に向かって活動しようとする意欲や お互いが安心して暮らせるために、正しく判断し、行動しようとする。権 ろ 的 オ：
態度を う 人 側

守 と 面
人権侵害を受けている人々を支援しようとする意欲や態度 困っている人、傷ついている人の側に立ち、共に行動しようとする。る す カ：

た る 権
人権の観点から自己自身の行為に責任を負う意志や態度 自分の行動を振り返り、言動に責任をもとうとする。め 意 キ：

の 識
社会の発達に主体的に関与しようとする意欲や態度 人権が大切にされる学校づくりや社会づくりのため、自ら関わっていこうとする。実 ・ 感 ク：

践 意
ア○人間の尊厳の平等性を踏まえ、互いの相違を認め、受容できるための諸技能 互いの違いを認め、誰とでも分け隔てなく関わることができる。行 欲

動 ・ 覚
：他者の痛みや感情を共感的に受容できるための想像力や感受性 相手の立場に立って、相手の辛さや苦しさに気付くことができる。態 イ

度 技
ウ◎能動的な傾聴、適切な自己表現等を可能とするコミュニケーション技能 相手の考えを受け止めたり自分の意見を素直に伝えたりすることができる。能

的
他の人と対等で豊かな関係を築くことのできる社会的技能 積極的に協力して、話し合ったり活動したりすることができる。側 エ：

面
人間関係のゆがみ、ステレオタイプ、偏見、差別を見きわめる技能 身の回りにあるきめつけや偏見に気づき、いじめや差別などを見抜くことができる。オ：

対立的問題を非暴力的で、双方にとってプラスとなるように解決する技能 話し合いによって、よりよい考えや新たな解決方法を考えることができる。カ：

複数の情報源から情報を収集・吟味・分析し、公平で均衡のとれた結論に到 様々な角度から物事をとらえ、科学的・客観的に判断することができる。キ：
達する技能

平井小学校 人権教育を通じて育てたい資質・能力（重点）と具体的な児童の姿

）下学年部（１～３年生） 上学年部（４～６年生

人が幸せに生きるために大切なことを、生活と結びつけて理解する。

①約束事やルールを守ることの大切さが分かっ ①ルールを守り協力することや、困っている人
知 ている。 を助けることの大切さが分かっている。

識 ②係や当番など自分の役目をはたすことの大切 ②係、当番、委員会など役割の意義と責任をも
さが分かっている。 って行うことの大切さが分かっている。

的
きめつけや偏見が人権を奪うことを知り、それを防いだり、解決したりする方法に
ついて知る。側

面 ①きめつけや偏見は間違った見方だと分かって ①何が正しく何が間違っているか正しい知識を
いる。 もっている。

②きめつけや偏見に気付いたとき「おかしい」 ②いじめや差別、予断や偏見を見抜き、困って
と伝える大切さが分かっている。 いる人に声をかけたり話し合いの場で訴えた

りしていくことの大切さが分かっている。

あるがままの自分を認め、自分らしく成長していこうとする。

①自分のよさを知り 自分に自信をもっている ①自分のよさを伸ばし、弱さや足りないものを、 。
価 克服しようとしている。
値
的 ②できるようになりたいと思って一生懸命取り ②夢をもち、よりよい自分になろうと何事にも
・ 組んでいる。 一生懸命取り組んでいる。
態

自分や他の人たちをかけがえのない存在ととらえ、大切にしようとする。度
的
側 ①危険なことを感じ取り、安全な生活をしよう ①回りの人々が安全で気持ちよい生活がつくれ
面 としている。 るように、あいさつや後片付けなどを進んで

行おうとしている。

②友達や他の人のよいところを見つけようとし ②相手の気持ちを想像して、誉めたり励ました
ている。 りしている。

相手の考えを受け止めたり自分の意見を素直に伝えたりすることができる。

①話す人を見て、うなずきながら最後まで聞く ①相手の発表に返しができるように自分の考え
ことができる。 と比べながら聞くことができる。

技
②相手に聞こえる声で、自分の考えを進んで発 ②自分の考えが伝わるように言葉や表現方法を

能 表することができる。 選んで発表することができる。

的 ③相手の意見が分からないときには質問するこ ③相手の意見に対して 同意や反論 疑問を 否、 、 （
とができる。 攻撃的に）言葉で伝えることができる。

側
互いの違いを認め、誰とでも分け隔てなく関わることができる。

面
①相手の好き嫌いによって対応に差をつけず、 ①相手によって意見や言動を変えず、誰とでも
誰にでもやさしく声をかけることができる。 仲良くペア活動やグループ活動ができる。

②困っている相手に対して、誰とでも進んで教 ②意見の相違があっても話し合いによってより
え合うことができる。 よい方向を決めることができる。

Ⅱ 研究の実際 

Ⅲ（２６）平井小 4 



 

 

(2) 人権教育諸計画への位置付け 
具体的な児童の姿を具現化するために、教育活動を３つの側面から見つめ直し、人権

教育を通じて育てたい資質・能力を人権教育全体計画や人権教育年間指導計画に位置付

け、教育活動全体を通して育成していくことを共通理解した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔人権教育全体計画：一部抜粋〕 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔人権教育年間指導計画（１年生）〕    〔人権教育年間指導計画（６年生）〕 

  人権教育年間指導計画（第６学年） 

月 
人権が尊重される学習活動づくり 人権が尊重される人間関係づくり 人権が尊重され

る環境づくり 教科等 道徳 学級活動 諸活動 

４      

５    

６    

７    

８    

９    

10    

11    

12    

１    

２    

３    

幕府の政治と人々

の成長【社会】 

（知ア 技ア） 

学び伝えよう、平

和の大切さ【総合】 

(知イ 価ウ 技エ) 

 
町のよさを伝える

パンフレットをつ

くろう【国語】 

（技ウ） 

平和のとりでを築

く【国語】 

（知イ 技ウ） 

平和で豊かなくら

しをめざして 

【社会】（技ウ） 

戦争から平和へ 

【社会】（技ウ） 

差別の勉強なんて 

（知アエ 技ウ） 

リフレーミング 

（技ウ） 

わたしの気持ちがわか

りますか 

 （知エ 価ウ 技ア） 

ちょボラにチャレン

ジ （価イ 技エ） 

誘い上手、誘われ上

手 （技ウ） 

日本と世界のつな

がり【社会】 

（知ウ 技ウ） 

室内での過ごし方に

ついて （価ウ） 

地震で学んだこと 

（価ウ） 

見直そう食事と生

活リズム【家庭】 

（価キ 技ウ） 

学び伝えよう、地

域の伝統文化 

【総合】（価ウ） 

「いなか」と言われ

ることに慣れるって

…？（知イエ 技オ） 

人権週間について 

（知エ 価ク） 

素敵な大人に 

（価イ） 

１年間の学校生活を

振り返って（価イ） 

まかせてね今日の

食事【家庭】（技ウ） 

くらしの中の政治 

【社会】（知ア） 

随筆を書こう 

【国語】（価イ） 

海の命 

【国語】（技ウ） 

生きる【国語】 

（知ア 価ウ） 

レジにて 

（価ウ） 

絶望の中で見つけた

光  （価ウ） 

心に通じた「どうぞ」

のひとこと 

（価ウ） 

わたしのいいところ 

（価ア 技ア） 

よりよい学級会を

しよう【国語】 

（技ウ） 

カレーライス 

【国語】（技ウ） わたしはわたしらし

く  （価イ） 

学級目標を決めよう 

（価ウ） 

共に生きるために 

（知ア） 

人
権
月
間
の
取
組 

（
知
イ 

知
エ 

価
ア 

価
イ 

価
ウ 

価
オ 

技
オ 

技
カ
） 

第
一
次
人
権
月
間 

第
二
次
人
権
月
間 

第
三
次
人
権
月
間 

心
の
き
ず
な
を
深
め
る
月
間 

校
内
掲
示
・
校
内
環
境
整
備
の
取
組 

（
知
ア 

知
エ 

価
エ 

価
カ 

価
キ 

価
ク 

技
ア
） 

人
権
標
語 

人
権
集
会 

な
か
よ
し
ポ
ス
ト 

人
権
ポ
ス
タ
ー 

 

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
展
示 

な
か
よ
し
ポ
ス
ト 

に
こ
に
こ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
体
力
向
上
タ
イ
ム 

（
価
イ 

技
イ
） 

な
か
よ
し
班
遊
び
・
な
か
よ
し
給
食 

（
価
ウ 

価
オ 

技
イ 

技
エ
） 

に
こ
に
こ
タ
イ
ム 

（
価
ウ 

技
ア 

技
ウ
） 

学級の問題を解決し

よう（価ウ） 

気持ちを伝える言葉 

（知ア） 

義足の聖火ランナー 

（知ア） 

分かってるよ 

（価イ） 

わたしたちの小さな

駅（価イ） 

ぼくの仕事は便所そ

うじ（価イ） 

カライモ博士（価イ） 

  人権教育年間指導計画（第１学年） 

月 
人権が尊重される学習活動づくり 人権が尊重される人間関係づくり 人権が尊重され

る環境づくり 教科等 道徳 学級活動 諸活動 

４      

５    

６    

７    

８    

９    

10    

11    

12    

１    

２    

３    

わけをはなそう 

【国語】（技ウ） 

かけるようになっ

たよ 

【国語】（技ウ） 

おおきくなあれ 

【生活】（価ウ） 

おはなしきいて 

【国語】（技ウ） 

しらせたいな、見

せたいな 

【国語】（技ウ） 

いっしょがいいね 

【生活】（価ウ） 

ずうっと、ずっと 

大すきだよ 

【国語】（技ウ） 

どうぶつの赤ちゃ

ん 

【国語】（技ウ） 

うかんだうかんだ 

（価ウ） 

ぼくうれしかったよ 

（知エ 技オ） 

ふわふわことば 

（技ウ） 

ぼくのランドセル 

（価ウ 技ア） 

くやしかったこと 

（知エ 技オ） 

じょうずなききかた 

（技ウ） 

ほめほめ大さくせん 

（価ウ 技ア） 

いつでもどこでも 

（価イウ） 
に
こ
に
こ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
体
力
向
上
タ
イ
ム 

（
価
イ 

技
イ
） 

な
か
よ
し
班
遊
び
・
な
か
よ
し
給
食 

（
価
ウ 

価
オ 

技
イ 

技
エ
） 

に
こ
に
こ
タ
イ
ム 

（
価
ウ 

技
ア 

技
ウ
） 

どうぞよろしく 

【国語】（技ウ） 

みんなともだち 

【生活】（知エ） 
人
権
月
間
の
取
組 

（
知
イ 

知
エ 

価
ア 

価
イ 

価
ウ 

価
オ 

技
オ 

技
カ
） 

第
一
次
人
権
月
間 

第
二
次
人
権
月
間 

第
三
次
人
権
月
間 

心
の
き
ず
な
を
深
め
る
月
間 

校
内
掲
示
・
校
内
環
境
整
備
の
取
組 

（
知
ア 

知
エ 

価
エ 

価
カ 

価
キ 

価
ク 

技
ア
） 

人
権
標
語 

人
権
集
会 

な
か
よ
し
ポ
ス
ト 

人
権
ポ
ス
タ
ー 

 

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
展
示 

な
か
よ
し
ポ
ス
ト 

どきどきどっきんぐ 

（価ウ） 

ごろりん ごろん 

ころろろろ（知ア） 

こころのはっぱ 

（知エ） 

友だちとなかよく遊

ぼう （価イウ） 

そうじの仕方を考え

よう （価イウ） 

かかりをきめよう 

（技ウ） 

雨の日のすごしかた 

（技ウ） 

でんしゃのトーリー 

（知ア） 

てつぼうきらい 

（知エ） 

わたしはもんしろち

ょう （知ア） 

はしのうえのおおか

み （知ア） 

たけとんぼづくり 

（知ア） 

ぼくのはな さいた

けど （知ア） 

係をきめよう 

（技ウ） 

めあてを考えよう 

（技ウ） 

見学旅行について 

（技ウ） 

読書をしよう 

（技ウ） 

お楽しみ会をしよう 

（技ウ） 
山のせいくらべ 

（知エ） 

いただきます 

（価ウ） 

いのちがあってよか

った（価ウ） 

もうすぐ２年生 

（知ア） 

係をきめよう 

（技ウ） 

きゅうしょくに感謝

しよう （技ウ） 

送別遠足について 

（技ウ） 

お楽しみ会をしよう 

（技ア） 

おおきなかぶ 

【国語】（価イ） 

くじらぐも 

【国語】（価イ） 

ゆうだち 

【国語】（価イ） 

なんていったらい

いのかな 

【国語】（技ア） 

 

おみせやさんごっ

こをしよう 

【国語】（技ウ） 

もうすぐ 2年生 

【生活】（価イ） 

 

ふゆとともだち

【生活】（価ウ） 

 

人権教育全体計画 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人権教育を通じて育てたい資質・能力（平井小学校における求める児童の姿） 

知識的側面（知） 価値的・態度的側面（価） 技能的側面（技） 

ア◎人が幸せに生きるために大切なことを、生活と結びつけて理

解する。 

イ 人権や命を守るため行動してきた人々の生き方を通して、

様々な人権問題について正しく理解する。 

ウ 人権を守るための決まりや約束、法律などを知る。 

エ○きめつけや偏見が人権を奪うことを知り、それを防いだり、

解決したりする方法について知る。 

オ 人権を守るために活動している人々や、しくみがあることを

知る。 

ア 人間のすばらしさや自分の大切さ、まわりの人たちのよさに

気付く。 

イ◎あるがままの自分を認め、自分らしく成長していこうとす

る。 

ウ○自分や他の人たちをかけがえのない存在ととらえ、大切にし

ようとする。 

エ 様々な立場や考え方のちがいに気付き、それらを認めようと

する。 

オ お互いが安心して暮らせるために、正しく判断し、行動しよ

うとする。 

カ 困っている人、傷ついている人の側に立ち、共に行動しよう

とする。 

キ 自分の行動を振り返り、言動に責任をもとうとする。 

ク 人権が大切にされる学校づくりや社会づくりのため、自ら関

わっていこうとする。 

ア○互いの違いを認め、誰とでも分け隔てなく関わることができ

る。 

イ 相手の立場に立って、相手の辛さや苦しさに気付くことがで

きる。 

ウ◎相手の考えを受け止めたり自分の意見を素直に伝えたりす

ることができる。 

エ 積極的に協力して、話し合ったり活動したりすることができ

る。 

オ 身の回りにあるきめつけや偏見に気づき、いじめや差別など

を見抜くことができる。 

カ 話し合いによって、よりよい考えや新たな解決方法を考える

ことができる。 

キ 様々な角度から物事をとらえ、科学的・客観的に判断するこ

とができる。 

 

人権教育を通じて育てたい資質・能力（重点）と具体的な児童の姿 

下学年部（１・２・３年生） 上学年部（４・５・６年生） 

知識的側面 価値的・態度的側面 技能的側面 知識的側面 価値的・態度的側面 技能的側面 

ア 

①約束事やルールを守ること

の大切さが分かっている。 

②係や当番など自分の役目を

はたすことの大切さが分か

っている。 

エ 

①きめつけや偏見は間違った

見方だと分かっている。 

②きめつけや偏見に気付いた

とき「おかしい」と伝える大

切さが分かっている。 

イ 

①自分のよさを知り、自分に自

信をもっている。 

②できるようになりたいと思

って一生懸命取り組んでい

る。 

ウ 

①危険なことを感じ取り、安全

な生活をしようとしている。 

②友達や他の人のよいところ

を見つけようとしている。 

ウ 

①話す人を見て、うなずきなが

ら最後まで聞くことができ

る。 

②相手に聞こえる声で、自分の

考えを進んで発表すること

ができる。 

③相手の意見が分からないと

きには質問することができ

る。 

ア 

①相手の好き嫌いによって対

応に差をつけず、誰にでもや

さしく声をかけることがで

きる。 

②困っている相手に対して、誰

とでも進んで教え合うこと

ができる。 

ア 

①ルールを守り協力すること

や、困っている人を助けるこ

との大切さが分かっている。 

②係、当番、委員会など役割の

意義と責任をもって行うこ

との大切さが分かっている。 

エ 

①何が正しく何が間違ってい

るか正しい知識をもってい

る。 

②いじめや差別、予断や偏見を

見抜き、困っている人に声を

かけたり話し合いの場で訴

えたりしていくことの大切

さが分かっている。 

イ 

①自分のよさを伸ばし、弱さや

足りないものを克服しよう

としている。 

②夢をもち、よりよい自分にな

ろうと何事にも一生懸命取

り組んでいる。 

ウ 

①周りの人々が安全で気持ち

よい生活がつくれるように、

あいさつや後片付けなどを

進んで行おうとしている。 

②相手の気持ちを想像して、誉

めたり励ましたりしている。 

ウ 

①相手の発表に返しができる

ように自分の考えと比べな

がら聞くことができる。 

②自分の考えが伝わるように

言葉や表現方法を選んで発

表することができる。 

③相手の意見に対して、同意や

反論、疑問を（非攻撃的に）

言葉で伝えることができる。 

ア 

①相手によって意見や言動を

変えず、誰とでも仲良くペア

活動やグループ活動ができ

る。 

②意見の相違があっても話し

合いによってよりよい方向

を決めることができる。 

 

 

 

 

各教科等における目標 

国語 文章を通し感性を養い、自分で表現できる力を育成する。（技ウ） 家庭 暮らしを守るための知恵や知識を身につけ、実践する力を伸ばす。（技エ） 

社会 社会について正しく理解し、民主主義の態度を育成する。（価ウ） 体育 生命尊重を基本とし、しなやかな体づくりと健康・安全を志向する態度を育成する。                       

（価イ） 

算数 基礎的・基本的事項の定着と、筋道を立てて考える力を育成する。（技キ） 

  

図工 生活と結びつけた造形的表現ができる感性を伸ばす。（価エ） 

理科 生活に関わる科学的・合理的な見方や考え方を養うと共に、自然を愛する心

を養う。（価ウ） 

音楽 豊かな音楽活動を通して、豊かな感性と表現力を養う。（価エ） 

生活 具体的な活動を通して、身近な人々とのかかわりに関心をもち、自立の基礎

を養う。（価イ） 

総合 自ら課題を見つけ、学び考え判断し、よりよく問題を解決する資質や能力を育成す

る。（技カ） 

道徳 ・差別意識や偏見の解消をねらいとした教材を取り入れ、人権に対する知的理解を深める。（知ア） 

・人権尊重の精神を家庭、学校、社会生活の中で生かしていこうとする意欲を高める。（価ア） 

・GT を活用した授業実践を行うことで自己理解及び価値理解を深め、よりよく生きていこうとする態度を培う。（価イ） 

・相手の思いや願いを受け止め、助け合う心情を深める。（価ウ） 

特別 

活動 

・互いの違いを認め受容する力を高める。（技ア） 

・話し合いを通して被差別状況を解消する技能を育む。（技カ） 

外国語活

動 

・外国語を通じて、言語や文化について体験的に理解を深める。（知エ） 

・積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成する。（技ウ） 

教職員研修 家庭・地域・関係機関等との連携 校種間の連携 

・人権問題を学び、人権意識・人権感覚の高揚に努める。 

・人権が尊重される学習活動づくり、人間関係づくり、

環境づくりについての実践を交流する。 

・人権尊重の視点に立った学級経営、生徒指導の在り方

についての事例研究を行う。 

・研究授業を通して、参加体験型学習の取り入れなど指

導方法の工夫改善を行う。 

・学校の様々な教育活動を通して

の啓発。 

・学校便り、学級通信を通しての

啓発。 

・学級懇談会を通しての啓発。 

・幼・保等、小、中の連携の強化。 

・相互授業参観による情報交換。 

教科外活動 

生徒 

指導 

・人権尊重の視点に立った個別指

導の充実 

・健全な規範意識の育成 

教育 

相談 

・問題傾向の早期発見 

・校内支援体制の充実 

進路 

指導 

・キャリア教育の充実 

・自己学習力の育成 

・夢の実現に向けた目標設定 

教育基本法 

学校教育法等 

・人権教育の指導方法等の在り方について［第

一次～第三次とりまとめ］ 

・第２期くまもと「夢への架け橋」教育プラン 

・熊本県人権教育・啓発基本計画 

・熊本県人権教育取組の方向 

・熊本県義務教育課取組の方向 

・玉名教育事務所教育指導の重点 

＜学校教育目標＞ 

健康な身体、豊かな心、確かな学力を持つ児童の育成 

～笑顔まんかいで夢を育む平井っ子 ～ 

＜児童の実態＞ 

・自分からあいさつをする児童が増えている。 

・どの学年も男女の仲が良く、外遊びなどみんなで遊ぶこと

を好んでいる。また、学年関係なくいろんな場面で交流が

できている。 

・中には、乱暴な言葉遣いや暴言などが見られたり、相手を

気遣った言葉遣いができなかったりする場面もあり、指導

が必要な児童もいる。 

＜保護者・地域の実態＞ 

・授業参観や懇談会への参加が多く、学校教育に関する関心

が高い。 

・友達間のトラブルに対しても温かく見守って下さる家庭が

多く、保護者間の関係も良好である。 

＜本校の人権教育の目標＞ 

 互いの人権を尊重し、不合理な差別を排除し、共に認め合

い伸びようとする実践力のある子どもを育て、人権共存社会

の実現を目指す。 
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(3) 「人権が尊重される授業づくりの視点」の活用 
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〔人権が尊重される授業づくりの視点例一覧表とキーワード：一部抜粋〕 
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権を大切にする視点」を取り入れた授業を行っていくことにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔６年生理科の学習指導案（展開）例：一部抜粋〕 

２ 「きらきら部」の取組【人権が尊重される学習活動づくり】 

 (1) 分かる・できる授業づくり 

ア 勉強時間のあたり前＜ステップ１・２＞ 

児童が授業に参加する際の心構えとして、「勉強

時間のあたり前」を各教室や特別教室に掲示してい

る。 

(2) 本時の評価
Ａ： 酸素には、ものを燃やすはたらきがあることを、実際の結果と結びつけて理解

している。
Ｂ： 酸素には、ものを燃やすはたらきがあることを理解している。

(3) 人権教育で育てたい資質・能力
実験や話し合い活動など相手を区別しないで誰とでも協力して活動する。

（ ）技能的側面－エ
(4) 本時の展開

過 時 学 習 活 動 指導上の留意点および評価
○主な発問、指示・児童の反応 ◎ 備考人権が尊重される授業づくりの視点

（ ） （ ）程 間 理科の評価 ◇ 資質・能力 ◆

１ 結果を予想し、めあてをつかむ。 ○能動的な学習になるように、 前時までのつ ０
○空気にはどんな気体が入っていましたか。 前時を振り返らせ、空気を構 まとめか
・ちっ素が一番多かったです。 成する気体に目を向けることむ
・二酸化炭素はとっても尐なかったね。 で課題意識をもたせる。

事前調査結果○ものが燃えるためには空気が必要ですが、 ○事前調査結果を紹介して、実
もっと詳しく調べると、一体どの気体にも 験についての不安を取り除く
のを燃やす働きがあるのでしょうか。 ようにする。

・酸素が必要だと聞いたことがあります。

ものを燃やすはたらきがある気体は何か調べよう。

○それぞれの気体を集めて、ものの燃え方が ○めあてを全員で読み、本時の
どう違うか確かめてみましょう。 めあてを全員がつかめるよう

に徹底する。５

２ 実験方法を知り、実験準備をする。 ○準備の仕方や実験方法を絵と 集気瓶 １考
え １○ 実験方法を説明します。 実演で示し、視覚的に捉えら 各集気瓶の蓋

① まずは実験道具と準備の仕方です。 れるようにする。 そうろく １る
・気体はガスボンベに準備してあるんだね。 ○実験で使う道具等を事前に整 燃焼さじ １
・協力して道具を準備しよう。 理しておき、準備時間を短縮 マッチ １
② 次に、実験の仕方です。 できるようにする。 １燃えかす入れ
・気体は水の中で集めるんだな。 ○班で協力して準備ができるよ
・集気瓶に水を忘れずに残そう。 うに、全員が行動するように 各１ガスボンベ
○ 実験の準備をしてください。 声かけを徹底する。 水槽 ３15

３ ちっ素、酸素、二酸化炭素の中でのろう 理科ノート学
そくの燃えるようすを調べる。 ◎能動的な学習になるように、び

○班で協力しながら、ろうそくの燃えるよう 記録係等を固定せずに、全員合
すの違いを観察して記録しましょう。 で観察するよう指示する。う

（ ）・ちっ素はろうそくの火がすぐに消えた。 自己存在感②－エ
・二酸化炭素もすぐに消えてしまったよ。
・酸素の中では、ろうそくの火が明るく大き ◆区別しないで、誰とでも協
くなったぞ。 力して活動できている。

・酸素にもう一度入れてみたら、今度は火が （ ）技能的側面－エ
すぐに消えてしまった。変だなぁ。30

４ 実験の結果から、ものを燃やすはたらきま
がある気体について考え、伝え合う。と

○ものを燃やすはたらきがある気体はどれだ ○燃え方の違いに着目するこをめ
ろう。実験結果をもとに、班で考えをまと 徹底し、酸素が必要であるとる
めてください。 理解できるようにする。

・ものを燃やすはたらきがある気体は酸素だ
◇酸素には、ものを燃やすは

【言語活動】実験結果から考えられるこ たらきがあることを理解し
とを伝え合うことによって、結果を考察 ている （ノート）。
する力が高まるようにする。40

振り返りカード５ 本時を振り返り、次時の課題をつかむ。 ○協力できたか、謎がとけたか
（ ）45 ﾁｪｯｸﾘｽﾄ○今日の実験を振り返りましょう。 の２点で相互評価をさせ、達

○次は燃えた後の変化を調べてみましょう。 成感を味わわせる。
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【第三次とりまとめ 実践編から】人権が尊重される授業づくりの視点例一覧表とキーワード

座席、発問・応答パターン①「授業に ア：学習内容や活動に応じた座席の工夫や発問・応答のパターンの工夫を行う。
参加してい

既習、体験、関心の把握る」という イ：児童生徒の既習事項や生活体験、興味・関心等を把握し、様々な視点から
解決できるように課題設定の工夫を行う。実感を持た

せる
意欲や習熟度の把握１ ウ：児童生徒の学習意欲や習熟の度合いを把握し、課題（教材）を複数準備し
複数準備、ﾋﾝﾄｶー ﾄﾞの準備自 たり、ヒントカードを与えたりする。

己
過程を認める存 エ：結果にこだわらず、思考過程や学習過程を認める。

在
意図的指名、活躍する場感 ②「自分が ア：意図的な指名等、一人一人が活躍する場や課題を工夫する。

必要とされを
自由な発想や方法、自己選択持 ている」と イ：自由な発想や方法が認められたり、自己選択できる場を工夫する。

いう実感をた
最後まで聴く、誤答を大切にせ 持たせる ウ：互いの発言を最後まで聴く習慣や誤答を大切にする習慣を身に付けさせる。

人 る
協力して活動できる場支 エ：協力して活動できる場を工夫し、互いの考えや方法のよさに気付かせる。

援
呼び捨て、目を見る、傾聴権 ③教師自身 ア：一人一人の名前を呼び、目を見て話す。話をよく聴く。

が一人一人
発言しない子への支援を大切にす イ：発言しない児童生徒に配慮するとともに、適切な支援を行う。

る姿勢を示が
認め・ほめ・励まし・伸ばすす ウ：承認・賞賛・励ましの言葉をかけ、個に応じた改善課題や改善方法を
個に応じた支援示す。

尊
誰にでも失敗はある２ ①「自分が ア：「 」、誰にでも失敗はある 「誰もがよさや弱さを持っている」という認識に
よさや弱さを持っている共 受け入れら 立って、互いを尊重し合う人間関係づくりを行う。

れている」重 感
発言できる雰囲気的 と実感でき イ：一人一人が自由に発言できる雰囲気づくりを行う。

る雰囲気を人
抑圧、切り捨てをしないさ 間 つくる ウ：教師の意図と異なる考えを抑圧したり切り捨てたりしない。

関
発言や作品のよさ係 ②「共に学 ア：他者の発言や作品のよさに気付き、学ぼうとする態度を育てる。

び合う仲間れ を
異なる意見を理解する技能育 だ」と実感 イ：自分の考えと異なる意見や感情を拒絶せず それを理解する技能を育てる、 。

できる雰囲成
相手の気持ちや立場を考えたる す 気をつくる ウ：他者の気持ちや立場を考えて自分の言動を選択・構成する態度を育てる。
言動る

支
役割を認め合う授 援 エ：互いの役割や責任を認め合う態度を育てる。

課題を選択する機会①学習課題 ア：発達段階に応じて、複数の学習課題の中から自分にあった課題を選択する
機会を設定する。業 や計画を選

択する機会
学習の計画、見通しを提供する イ：発達段階に応じて 学習の見通しをもって計画を立てるための支援を行う、 。

づ
実態に応じた教材・教具②学習内容学 ア：児童生徒の実態を踏まえて多様な教材・教具を準備し 選択の幅を与える、 。

習教材を選択
習熟度と関心く する機会を提 イ：自分の習熟の度合いや興味・関心に基づいて、教材・教具を選択できる場
教材・教具の選択の場３ 供する を設定する。

自
実態を踏まえた学習方法の提り 己 ③学習方法 ア：児童生徒の実態を踏まえて児童生徒の実態や学習内容に応じた学習方法を
示選 を選択する 提示し、選択の幅を与える。

機会を提供択
情報や資料の準備・ する イ：課題解決のための情報や資料を準備しその活用方法について適宜助言する。

決
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友達のよいところに学ぶウ：他者の成果に学ぶとともに、今後の学習課題や方法について選択・決定で
きる場を工夫する。

育てたい 

資質・能力 

(2) 本時の評価
Ａ： 酸素には、ものを燃やすはたらきがあることを、実際の結果と結びつけて理解

している。
Ｂ： 酸素には、ものを燃やすはたらきがあることを理解している。

(3) 人権教育で育てたい資質・能力
実験や話し合い活動など相手を区別しないで誰とでも協力して活動する。

（ ）技能的側面－エ
(4) 本時の展開

過 時 学 習 活 動 指導上の留意点および評価
○主な発問、指示・児童の反応 ◎ 備考人権が尊重される授業づくりの視点

（ ） （ ）程 間 理科の評価 ◇ 資質・能力 ◆

１ 結果を予想し、めあてをつかむ。 ○能動的な学習になるように、 前時までのつ ０
○空気にはどんな気体が入っていましたか。 前時を振り返らせ、空気を構 まとめか
・ちっ素が一番多かったです。 成する気体に目を向けることむ
・二酸化炭素はとっても尐なかったね。 で課題意識をもたせる。

事前調査結果○ものが燃えるためには空気が必要ですが、 ○事前調査結果を紹介して、実
もっと詳しく調べると、一体どの気体にも 験についての不安を取り除く
のを燃やす働きがあるのでしょうか。 ようにする。

・酸素が必要だと聞いたことがあります。

ものを燃やすはたらきがある気体は何か調べよう。

○それぞれの気体を集めて、ものの燃え方が ○めあてを全員で読み、本時の
どう違うか確かめてみましょう。 めあてを全員がつかめるよう

に徹底する。５

２ 実験方法を知り、実験準備をする。 ○準備の仕方や実験方法を絵と 集気瓶 １考
え １○ 実験方法を説明します。 実演で示し、視覚的に捉えら 各集気瓶の蓋

① まずは実験道具と準備の仕方です。 れるようにする。 そうろく １る
・気体はガスボンベに準備してあるんだね。 ○実験で使う道具等を事前に整 燃焼さじ １
・協力して道具を準備しよう。 理しておき、準備時間を短縮 マッチ １
② 次に、実験の仕方です。 できるようにする。 １燃えかす入れ
・気体は水の中で集めるんだな。 ○班で協力して準備ができるよ
・集気瓶に水を忘れずに残そう。 うに、全員が行動するように 各１ガスボンベ
○ 実験の準備をしてください。 声かけを徹底する。 水槽 ３15

３ ちっ素、酸素、二酸化炭素の中でのろう 理科ノート学
そくの燃えるようすを調べる。 ◎能動的な学習になるように、び

○班で協力しながら、ろうそくの燃えるよう 記録係等を固定せずに、全員合
すの違いを観察して記録しましょう。 で観察するよう指示する。う

（ ）・ちっ素はろうそくの火がすぐに消えた。 自己存在感②－エ
・二酸化炭素もすぐに消えてしまったよ。
・酸素の中では、ろうそくの火が明るく大き ◆区別しないで、誰とでも協
くなったぞ。 力して活動できている。

・酸素にもう一度入れてみたら、今度は火が （ ）技能的側面－エ
すぐに消えてしまった。変だなぁ。30

４ 実験の結果から、ものを燃やすはたらきま
がある気体について考え、伝え合う。と

○ものを燃やすはたらきがある気体はどれだ ○燃え方の違いに着目するこをめ
ろう。実験結果をもとに、班で考えをまと 徹底し、酸素が必要であるとる
めてください。 理解できるようにする。

・ものを燃やすはたらきがある気体は酸素だ
◇酸素には、ものを燃やすは

【言語活動】実験結果から考えられるこ たらきがあることを理解し
とを伝え合うことによって、結果を考察 ている （ノート）。
する力が高まるようにする。40

振り返りカード５ 本時を振り返り、次時の課題をつかむ。 ○協力できたか、謎がとけたか
（ ）45 ﾁｪｯｸﾘｽﾄ○今日の実験を振り返りましょう。 の２点で相互評価をさせ、達

○次は燃えた後の変化を調べてみましょう。 成感を味わわせる。

５ 本時の学習
(1) 本時の目標

ものを燃やすはたらきがある気体は何かを調べ、酸素には、ものを燃やすはたらき
があることを理解する。

 

 授業づくり

の視点 

 

 

 

(2) 本時の評価
Ａ： 酸素には、ものを燃やすはたらきがあることを、実際の結果と結びつけて理解

している。
Ｂ： 酸素には、ものを燃やすはたらきがあることを理解している。

(3) 人権教育で育てたい資質・能力
実験や話し合い活動など相手を区別しないで誰とでも協力して活動する。

（ ）技能的側面－エ
(4) 本時の展開

過 時 学 習 活 動 指導上の留意点および評価
○主な発問、指示・児童の反応 ◎ 備考人権が尊重される授業づくりの視点

（ ） （ ）程 間 理科の評価 ◇ 資質・能力 ◆

１ 結果を予想し、めあてをつかむ。 ○能動的な学習になるように、 前時までのつ ０
○空気にはどんな気体が入っていましたか。 前時を振り返らせ、空気を構 まとめか
・ちっ素が一番多かったです。 成する気体に目を向けることむ
・二酸化炭素はとっても尐なかったね。 で課題意識をもたせる。

事前調査結果○ものが燃えるためには空気が必要ですが、 ○事前調査結果を紹介して、実
もっと詳しく調べると、一体どの気体にも 験についての不安を取り除く
のを燃やす働きがあるのでしょうか。 ようにする。

・酸素が必要だと聞いたことがあります。

ものを燃やすはたらきがある気体は何か調べよう。

○それぞれの気体を集めて、ものの燃え方が ○めあてを全員で読み、本時の
どう違うか確かめてみましょう。 めあてを全員がつかめるよう

に徹底する。５

２ 実験方法を知り、実験準備をする。 ○準備の仕方や実験方法を絵と 集気瓶 １考
え １○ 実験方法を説明します。 実演で示し、視覚的に捉えら 各集気瓶の蓋

① まずは実験道具と準備の仕方です。 れるようにする。 そうろく １る
・気体はガスボンベに準備してあるんだね。 ○実験で使う道具等を事前に整 燃焼さじ １
・協力して道具を準備しよう。 理しておき、準備時間を短縮 マッチ １
② 次に、実験の仕方です。 できるようにする。 １燃えかす入れ
・気体は水の中で集めるんだな。 ○班で協力して準備ができるよ
・集気瓶に水を忘れずに残そう。 うに、全員が行動するように 各１ガスボンベ
○ 実験の準備をしてください。 声かけを徹底する。 水槽 ３15

３ ちっ素、酸素、二酸化炭素の中でのろう 理科ノート学
そくの燃えるようすを調べる。 ◎能動的な学習になるように、び

○班で協力しながら、ろうそくの燃えるよう 記録係等を固定せずに、全員合
すの違いを観察して記録しましょう。 で観察するよう指示する。う

（ ）・ちっ素はろうそくの火がすぐに消えた。 自己存在感②－エ
・二酸化炭素もすぐに消えてしまったよ。
・酸素の中では、ろうそくの火が明るく大き ◆区別しないで、誰とでも協
くなったぞ。 力して活動できている。

・酸素にもう一度入れてみたら、今度は火が （ ）技能的側面－エ
すぐに消えてしまった。変だなぁ。30

４ 実験の結果から、ものを燃やすはたらきま
がある気体について考え、伝え合う。と

○ものを燃やすはたらきがある気体はどれだ ○燃え方の違いに着目するこをめ
ろう。実験結果をもとに、班で考えをまと 徹底し、酸素が必要であるとる
めてください。 理解できるようにする。

・ものを燃やすはたらきがある気体は酸素だ
◇酸素には、ものを燃やすは

【言語活動】実験結果から考えられるこ たらきがあることを理解し
とを伝え合うことによって、結果を考察 ている （ノート）。
する力が高まるようにする。40

振り返りカード５ 本時を振り返り、次時の課題をつかむ。 ○協力できたか、謎がとけたか
（ ）45 ﾁｪｯｸﾘｽﾄ○今日の実験を振り返りましょう。 の２点で相互評価をさせ、達

○次は燃えた後の変化を調べてみましょう。 成感を味わわせる。
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〔机上の整理〕 

昨年度は＜ステップ１＞に取り組んだ。今年度

は、児童の昨年度の様子をもとに、返事の部分、

「まず、『はいっ』！」は残し、話す部分を「発

表は 聞こえる声で はきはきと！」、聞く部分

を「聞くときは 体をむけて 顔を見て！」にス

テップアップして、児童に提示した。 

授業の前に児童と確認したり、授業中、発表や

聞き方で気になる時にふり返ったりしながら活用 

している。＜ステップ２＞に進んだことが、児童の自信につながっている。 

イ 授業のユニバーサルデザイン化 

どの児童も安心して授業に参加できる、分かりや

すい授業づくりに向けて、授業のユニバーサルデザ

イン化に取り組んだ。 

机上の整理が苦手な児童には、右の写真のような

カードを示し、机上を整理したうえで授業を始めら

れるようにした。 

また、授業の流れをパターン化し、学習の見通し

を持たせた。さらに、写真やイラストを用いて視覚

的に提示したり、発問や板書を精選したりすること

で、児童に考えさせたいことを焦点化するよう意識

している。環境面では、教室前面の掲示を簡素化し、集中して学習に取り組むことが

できるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 伝え合い、認め合う授業づくり 

学習においては、毎時間のめあてを達成す

ることで確かな学力を身に付けさせていくこ

とが何より重要である。同時に子どもたちは、

学習の諸活動の中で自分の考えを表現したり

友達のよさを発見したりしながら資質や能力

を伸ばしていく。 

そこで、本校では基本の学習過程を考え、

その中で子どもたちが伝え合う３つの場面を

「学び合い①」「学び合い②」「学び合い③」

と設定して意識するようにした。ペア学習や

グループ学習、フリートークなどの機会を設

定し、積極的に自分の考えを発表したり相手

の考えを聞いて学んだりできるようにしてき

た。 

ペアトークの仕方を練習するための話形カード 

〔勉強時間のあたり前〕 

〔学習の流れの提示〕 

   

 

平井小 伝え合い認め合う学習 

 

 学び合い 学 習 活 動 子どもの意識、学び合う言葉 

つ
か
む 

 ○問題文を読む。 

 

○分かっていることや、たずねてあることを

確かめる。 

 

・どんな問題なんだろう。 

・はっきりさせたいな。解決したいな。 

 

・これまでの問題と違うところはどこかな。 

・答えは○○くらいになりそうだ。 

・前に使った方法が使えそう。 

・今日は、◇◇ができればい 

いんだね。 
 

○およその答えや解決の方法を話し合う。 

 

○問題文から学習課題（めあて）をつくる。 

 

考
え
る 

 ○自分なりの方法で問題を解く。 

 

○他のとき方を考え、それぞれを比較する。 

 

○とき方（考え方）を整理し、説明の準備を

する。（具体物や図、式、言葉を使って） 

・ぼくは、図（具体物、式、言葉）を使って

考えてみよう。 

・答えを出せたぞ。間違いないかな。 

・他に、もっといい解き方はな

いかなあ。 

・この方法が簡単みたいだ。何

と言って伝えればいいかな。 

 ○ペア（グループ）で、自分の解き方や考え

を紹介（説明）する。 

○友達の考えのよいところや分かりやすい

考え方を見つける。 

○友達に質問して自分の考えを詳しくする。 

○全体発表の準備をする。 

・ぼくは、○○と考えました。 

・□□さんに質問です。なぜ××なのですか。 

・私はここから先がどう 

したらいいか分からな 

くなったの。教えて。 

・なるほど。分かりやすい 

ね。ぼくも使おう。 

学
び
合
う 

 ○自分の考えを、伝わるように発表する。 

 

○友達の考えと比べ、似ているところや違う

ところを見付ける。 

 

○よりよいとき方を話し合い、解決方法を整

理する。 

・わたしは、○○を使って考えました。 

・△さんは、◇◇と言いました。でも、ちょ

っと違う考えで、…。 

・□さんのとき方が一番分かりやすくて、 

簡単だね。 

ま
と
め
る 

 ○とき方や考え方を確認する。 

 

○学習のまとめを作る。 

（自分たちのことばでまとめる。） 

 

・今日の問題をとくには、 

○○していくといいんだ 

ね。分かったぞ。 

・今日のまとめは、「□□」で 

いいんじゃないかな。 

 ○練習問題を解く。 

○発展問題に挑戦する。 

 

 

○学習のふり返りをする。（自己評価） 

・本当にできるかな。やってみよう。 

・難しい問題だけど、挑戦してみたいな。 

 

・今日は、○○ができるように

なったよ。うれしいな。 

・明日はどんな問題かな。 

学び合い③ 

 

自分の考え

をみんなに

伝えよう 

 

発表や意見

について、み

んなで話し

合おう 

学び合い① 

 

問題の意味

をつかもう 

 

どうやれば

いいか考え

よう 

学び合い② 

 

自分なりの

方法でとい

てみよう 

 

自分の考え

を説明した

り、みんなの

意見を聞い

たりしよう 

〔伝え合い、認め合う学習過程〕 
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やグループ学習の際の司会者お助けカードなどを準備して活用をすることで、伝え合い、

認め合う活動がより効果的になるように取組を進めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔話形カード（中学年）〕 

 

 

 

 

 

(3) 知的理解を深める授業づくり 

本校では、授業の中に「人権教育を通じて育てたい資質・能力」と「人権が尊重される授

業づくりの視点」を位置付けて「人権を大切にする視点を取り入れた授業づくり」を行うな

ど、人権教育をすべての教育活動を通して進めている。個別的な人権課題に関する学習につ

いても、社会科の歴史学習の中で同和問題の理解を深めるなど、教科等と関連させながら学

習を行っている。さらに、同和問題をはじめ、すべての人権課題の解決に向けて、知的理解

を深め人権感覚を養えるよう、重点的に学習する時期を設定するとともに、学習内容を明確

にして学習を進めるようにしている。 

人権の大切さを学び、自己有用感を高めたり他者理解を深めたりする機会として、５月、

１１月、２月の年３回の「人権月間」と６月に「心のきずなを深める月間」を設定している。 

それぞれの月間では、児童の発達段階や学級の実態に沿った教材、小・中連携を考えた荒

尾市共通教材などを活用し、同和問題の解決に向けた学習など個別的な人権課題について知

的理解を深め、人権感覚を養う大切な学習の機会として位置付けて授業実践を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔グループ学習による学び合い〕 

  

 

問答ゲームで、伝え合い上手になろう！ 
問答ゲームで聞き上手・返し上手になる練習をして、伝え合い名人に近づきましょう！  

 

 

 

 ･･･のところがいいと思いました。  

･･･がわかりやすいです。  

 

 

今から問答ゲームを始めます。  

よろしくお願いします。 

よろしくお願いします。 

私の考えは○○です。そのわけは、△△だからです。 

どうですか。  

分かりました。  

◇◇さんは□□と考えたのですね。  

はい、そうです。  

私の考えは、あなたと同じで（ちがって）、

～～～です。  

そのわけは、△△だからです。  

分かりました。  

◇◇さんは□□と考えたのですね。  

はい、そうです。  

･･･のところがいいと思いました。  

これで問答ゲームを終わります。  

ありがとうございました。  

ありがとうございました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司会者
し か い し ゃ

お助
た す

けカード 

話し合いパターン① 『考えを出し合おう』 
 ① 話し合いをはじめます。 

 ② ○○について、考えを発表してください。 

   □□さんどうぞ。・・・（じゅんばんにまわす） 

   （意見がある人は、いませんか？） 

 ③ 次の人はどうですか？ 

   （ほかの意見は、ありませんか？） 

 ④ △班の意見は、～（と～の◇つ）でいいですか。 

 ⑤ 話し合いをおわります。 

話し合いパターン② 『考えをまとめよう』 
 ① 話し合いをはじめます。 

 ② 一つにまとめられるもの（にているところ）はありませんか。 

   （ちがっているところは、ありませんか？） 

 ③ ○班では、～と～をまとめることでいいですか。 

   （「似ているところは、□□です。」で、いいですか。） 

 ④ 話し合いをおわります。 

話し合いパターン③ 『よい考えを選ぼう』 
 ① 話し合いをはじめます。 

 ② ○○について、よいところ（一番早くできるもの・一番分かり 

   やすいもの）を考え、その理由を発表してください。 

 ③ 意見はありますか？（指名する） 

 ④ さんせい・はんたいがある人は、言ってください。 

 ⑤ △班の意見は、～が一番よい、理由は～でいいですか。 

 ⑥ 話し合いをおわります。 

 司会者名人になるためには！ 
☆ 友達が意見を出しやすいように、指名をしてみましょう。 

☆ 前の人の意見と重なり合うように、賛成意見や付け加え、 

 質問や反対意見などを分けながら指名してみましょう。 

☆ 時間は決まっています。 

 残りの時間を考えて、話し合いをまとめましょう。 

〔司会者お助けカード〕 

〔平成２６年度 人権月間学年別指導題材一覧表〕 

平井小学校 平成２６年度人権月間 学年別指導題材一覧表
第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年

第 資料名 うかんだうかんだ なくなったたまご もやもやがき くつかくしのこと 伝えたいただ一つ 差別の勉強なんて
１ のこと
次 出典 みんななかよく 自作資料 紙芝居 にんげん きずな にんげん きずな（ ）

人 （東京書籍）
権 （基盤づくり） （基盤づくり） 子どもの人権 子どもの人権 同和問題 子どもの人権個別的な

人権課題月
間 価－ウ 知－エ 知－ウ 価－ウ 知－エ 価－オ 知－エ 技－オ 知－アエ 技－ウ資質・能力

視点 仲間づくり 仲間づくり科学的な見方、考え方 科学的な見方、考え方 科学的な見方、考え方 科学的な見方、考え方
資料名 ほんとうの友だち 私は負けない 「いなか」と言わぼくうれしかったよ 「いただきます」っ 差別は必ずなくせる

れることに慣れるて、なに
って…？

出典 夏休みの友 夏休みの友 夏休みの友 夏休みの友 夏休みの友 夏休みの友

（基盤づくり） （基盤づくり） 同和問題 同和問題 同和問題 同和問題個別的な
人権課題

知－エ 技－オ 知－ア 知エ 価ウ 技イ 知－ア 技－ア 知－アエ 価－イ 知－イエ 技オ資質・能力
科学的な見方、考え方 科学的な見方、考え方 科学的な見方、考え方視点 仲間づくり 生命の尊重 人権尊重

第 資料名 ぼくのランドセル しっぽのないさる センターができる 男が先てだれが決 本名で生きる わたしの気持ちが
２ まで めた 分かりますか
次 出典 きずな 生きる力 きずな きずな きずな きずな
人
権 子どもの人権 子どもの人権 同和問題 女性の人権 外国人の人権 子どもの人権個別的な

人権課題月
間 価－ウ 技－ア 知－エ 知－エ 価－ウオ 知－ア 技－ア 知エ 価キ 技オ 知エ 価ウ 技ア資質・能力

視点 仲間づくり 人権尊重 人権尊重 仲間づくり科学的な見方、考え方 科学的な見方、考え方
第 資料名 くやしかったこと おなかの赤ちゃん 男女なかよく 育ちゆくからだと 変化する心 素敵な大人に
３ わたし
次 出典 きずな 性に関する教育資 性に関する教育資 性に関する教育資 性に関する教育資 性に関する教育資
人 料 料 料 料 料
権 子どもの人権 子どもの人権 女性の人権 子どもの人権 子どもの人権 子どもの人権個別的な

人権課題月
間 知－エ 技－オ 知－ア 価－ウ 知エ 価イ 技ア 価－ウ 技－ア 価－イウ 価－イ資質・能力

科学的な見方、考え方視点 自立・実践力 生命の尊重 共生と共存 共生と共存 生命尊重

心
の
き
ず
な
を
深
め
る
月
間 
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過程   学習活動 児童の反応 

つ
か
む 

１ 全員で音読をし、めあてを知る。 

 

 

 

【内容(1) 分かる・できる授業づくり 

：学習の見通しを持たせる】 

 

考
え
る 

２ 何度も読み、展開の楽しさや繰り返し

のおもしろさを実感する。 

○「うんとこしょ、どっこいしょ。」は、何

回出てきますか。どう変わりますか。 

【内容(2) 伝え合い、認め合う授業づくり 

    ：ペアトークでの学び合い】 

○気持ちや様子がわかるようにリズムよく

読んでみましょう。 

【内容(1) 分かる・できる授業づくり 

：認め・ほめ・励ます言葉かけ】 

 

学
び
合
う 

３ 役割を決め、「うんとこしょ、どっこい

しょ。」を音読する。 

○役を決めて、音読をしましょう。 

 

○よかったところを、発表しましょう。 

 

【内容(2) 伝え合い、認め合う授業づくり 

    ：全体での学び合い】 

 

ま
と
め
る 

４ 本時の学習を振り返り、次時の活動へ

のめあてを持つ。 

○「うんとこしょ、どっこいしょ。」の読み

方が工夫できましたか。次はグループに

分かれて音読劇の練習をします。 

        

 

 

「うんとこしょ、どっこいしょ。」の

読み方を工夫しよう。 

できました。 

「うんとこしょ、

どっこいしょ。」

の読み方を工夫

するぞ。 

６回出てきたよ

ね。いっしょに確

かめてみよう。 

「うんとこしょ、 

どっこいしょ。」 

ようし、みん

なで力を合

わせて引っ

ぱるぞ。 

＜育てたい資質・能力の評価＞ 

自分の考えや音読のよさに気づき、自信

をもって発表することができている。 

力いっぱい引っぱ

っているときの声

が元気いっぱいで

上手でした。 

(4) 授業の実際【第１学年 国語 「大きなかぶ」 本時２／６時】 

○本時の目標：繰り返しのリズムを考えながら音読することができる。 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

３ 「にこにこ部」の取組【人権が尊重される人間関係づくり】 

(1) 人とのつながりの場づくり 

他者とふれ合う様々な交流の機会を設定することで、コミュニケーション能力が高ま

り、他者の意見を共感的に受け止める力や他者との人間関係を深めようとする意欲や態

度を育むことができると考え実践してきた。  

ア にこにこタイム 

木曜日の朝、１５分間の「にこにこタイム」を実施している。児童の実態に応じた

年間活動計画を立て、本年度は２７回の実施予定である。 

(ｱ) 「にこにこタイム」のねらい 

学級集団の傾向を把握するためのアンケートの結果や日常の観察、職員による情

報交換をもとに、児童の実態を明らかにして計画立案を行い、取り組んでいる。 

○ 友達との連帯感を味わい、共感できる交流の場となる活動。 

○ 自己肯定感を高める活動や自己主張をする場面を取り入れる活動。 

 
本時の授業は、導入段階で単元の学習計画表と本時の学習の流れカードで活動を確認した。そのこ

とで、児童は学習の見通しを持てた。また、認め・ほめ・励ます言葉かけを意図的に行うことによ

って自分や友達の音読のよさに気付き、多くの児童が自信をもって意欲的に音読することができ

た。 

 
＜人権を大切にする視点＞ 

○育てたい資質・能力：自分の考えや音読のよさに気づき、自信を持って発表しようとする。（価

値的・態度的側面－イ） 

○人権が尊重される授業づくりの視点：全員に指名する。一人一人が自分らしく表現できるよ

うによい点を見つけて具体的にほめる。（自己存在感③－ウ） 
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活動単位 指導担当者 主な活動場所 

全校児童 にこにこ部 体育館 

縦割り班 総務委員 体育館・運動場 

異学年 交流学年の担任 交流学年の教室 

各学級 担任 各教室・体育館 

 

 

回 月 日 活 動 名 学 年 場 所 担 当 準備 

  

 

 

６ 

 

 

 

９/ ４ 

なんでもバスケット １年生 １年生教室 担任  

この指とまれ ２年生 ２年生教室 担任  

トラストアップ ３年生 ３年生教室 担任  

先生とビンゴ ４年生 ４年生教室 担任  

最高にうれしい 

「おはよう！」 
５年生 ５年生教室 担任 

 

自由歩行・握手 ６年生 ６年生教室 担任  

 

７ 

 

９/１１ 
 

アウチ ～Ⅰ～ 

１・５年生 １・５年教室 

にこにこ部 

 

２・４年生 ２・４年教室  

３・６年生 ３・６年教室  

８ ９/１８ 縦割り班遊び③ 縦割り班 各会場 総務委員会  

９ ９/２５ 好きなもの集まれ 

シリーズ① 
全学年 体育館 にこにこ部 

 

○ 他者理解に関わる活動及びコミュニケーション能力を育てる活動。 

(ｲ) 「にこにこタイム」の活動単位、指導担当者及び主な活動場所 

   

 

 

    

 

(ｳ) 「にこにこタイム」年間活動計画（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 朝のにこにこランニング（朝ラン）  

本校は５分間のランニングから１日がスタートす

る。たくましい体をつくり、粘り強くやり抜く心を育

むためである。 

児童は、自分の体力やその日の体調に合わせて目標

を設定し、自分の力を高めるため走り続けている。が

んばっている友達に声援を送る児童も多い。教師も

共に走り、学年の分け隔てなく声を掛けて、ほめた

り励ましたりしている。朝ランを継続することで自

分自身の心と体の力を高め、友達のがんばりを認め、交流を通した信頼関係を深めて

いる。 

ウ なかよし給食 

給食委員会が中心となって計画や準備を行い、他の学年と

の交流給食「なかよし給食」を実施している。楽しい会食を

通して、互いをよりよく知り、仲良くなることを目的とした

取組である。 

給食の準備や片付けを上学年と下学年が協力して行った 

り、他の学年の友達と会話を楽しんだりしている。 

エ 地域の方々との交流 

５月には、地域の方の学校に対する意見をお聞きする場と

して「校長先生を囲む会」を毎年行っている。その際、来校

いただいた地域の方々に、５年生が家庭科で学習したことを

実践する場として湯茶の接待を行っている。児童の接待に地

域の方々も喜ばれ、自然と会の雰囲気も和み、よい交流の場

となっている。 

〔縦割り班遊び「大縄チャレンジ」〕 

〔朝のにこにこランニング〕 

〔１年生と６年生のなかよし給食〕 

 

〔５年生児童による湯茶の接待〕 

 〔異学年交流「アウチ～Ⅰ～」〕 
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回 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

 
 
１ 

５月 
（２）－ウ 
ふわふわことば 
 

自尊感情 

７月 
（２）－ウ 
ほめほめシ
ャワー作戦 
自尊感情 

５月 
（２）－ウ 
黄金のルール 
 

表現力 

７月 
（２）－ウ 
あなたならど
うする 

表現力 

１０月 
（２）－ウ 
気持ちのコン
トロール 

自尊感情 

６月 
（２）－ウ 
リフレーミング 
 

自尊感情 

 
 
 
２ 

９月 
（２）－ウ 
じょうずなき
きかた 
 

表現力 

１２月 
（２）－ウ 
相手に聞こ
えるような
声で話す 

表現力 

１月 
（２）－ウ 
みんなで決
めよう 
 

表現力 

１１月 
（２）－ウ 
気持ちの温度計 
 
 

表現力 

１月 
（２）－ウ 
協力の敵は？ 
 
 

自尊感情 

１２月 
（２）－ウ 
誘い上手、誘わ
れ上手 
 

表現力 

 
 
 
３ 

１１月 
（２）－ウ 
ほめほめ大さ
くせん 
 

自尊感情 

１月 
（２）－ウ 
必要な場面
に必要な言
葉を言う 

表現力 

２月 
（２）－ウ 
失敗しても
大丈夫 
 
自尊感情 

２月 
（２）－ウ 
楽しみ上手、
盛り上げ上手 
 

自尊感情 

２月 
（２）－ア 
目指せ最強の
リーダー、最
強のメンバー 

表現力 

１月 
（２）－ア 
ちょボラにチ
ャレンジ 
 

自尊感情 

１１月に行っている平井フェスタでは、午前中に児童の「学習発表会」、午後はＰ

ＴＡ主催の「飲食と物品販売のバザー」と平井地区協議会主催で地域の方々との「伝

承遊び」、有明工業高等専門学校の協力を得た「科学遊び体験教室」等、１日をかけ

て地域の方々と交流を行う機会としている。 

他にも、校区にある本井手みのり保育園の園児と１・２年生との交流や、地域の方

の協力を得た水泳学習等、様々な機会をとらえて、保護者や地域の方々との交流を行

うようにしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) ソーシャルスキル習得の工夫 

にこにこタイムの学級の時間では、自己理解、自己受容、

他者理解をねらいとして友達や教師とのかかわりがもてる

エクササイズを中心に、構成的グループエンカウンターを

行っている。また、人間関係づくりを目的とし、自尊感情、

表現力を高める内容でソーシャルスキルトレーニング、ア

サーショントレーニングを年間３時間、学級活動の時間に

取り入れている。 

４年生が７月に実施したアサーショントレーニング「あな 

たならどうする」では、相手の気持ちを尊重しながら自分の気持ちを相手に伝える力を付

けることをねらいにした。この学習の後、普段の学級生活の中で、相手の気持ちを考えた

言葉かけができるようになってきた。 

〔学級活動におけるソーシャルスキルを高める活動一覧表〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔伝承遊び〕 〔保育園児との交流〕 〔水泳指導ボランティア〕 

〔４年生：あなたならどうする〕 
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過程   学習活動 児童の反応 

つ
か
む 

１ 本時のねらいを知る。 

 
 

考
え
る 

２ 自分の短所を書き出す。 

○自分が短所と感じていることをシートに書

いてみましょう。 

 

３ 班で話し合い、短所と思っていることを

長所の言葉にリフレーミングする。 

○班で話し合って、友達が短所と考えている

ことを、長所の言葉に書き換えて、友達の

心が軽くなるようにしましょう。 

【内容(2) 伝え合い、認め合う授業づくり 

：コミュニケーションの技能】 

 

 

学
び
合
う 

４ リフレーミングを行って、感じたことや

考えたことを交流する。 

○感じたことを出し合って下さい。 

【内容(2) 伝え合い、認め合う授業づくり 

    ：共感的に受け止める態度】 

 

 

 

 

ま
と
め
る 

５ 本時を振り返る。 

○これからも見方や言い方を変えることで友

達のよいところをたくさん見つけていきま

しょう。 

 

 

リフレーミングでみんなの短所を長所

に変えよう！ 

 

見方を変えると、違う

ものが見えてくるね。 

長所に捉え直

すことができ

ました。 

すぐカッとなることがぼ

くの短所かな。 

短所だと思ってい

たことを、友達と話

し合って長所だと

考えることができ

たのでうれしかっ

たです。 

＜育てたい資質・能力の評価＞ 

友達の思いを聞き取り、辛さを軽くできる

言葉に置き換えることができている。 

家の手伝いができ

ないのは、部活を

頑張っているから

って考えたらいい

んじゃないの。 

そう考えることも

できるのか。あり

がとう。 

(3) 授業の実際【第６学年 学級活動 「リフレーミング」 本時１／１時】 
○本時の目標：短所は見方・考え方を変えれば長所にもなることを知り、違いを認め互

いに信頼し合う関係をつくる。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 「わくわく部」の取組【人権が尊重される環境づくり】 

(1) 言語環境、生活環境の整備 

人権を大切にしようとする学

校全体の雰囲気をつくり出すこ

とを目的に、わくわく部が中心

となって人権月間の取組の提案

と運営を行ってきた。 

第１回の人権月間の取組では、

各学級での人権学習と 

あわせて、全校児童で「なかよしポスト」と「なかよしの木」に取り組んだ。異学年の

友達に「ありがとう」を伝え合うことを通して学校全体が温かい雰囲気となった。  

 

〔心のきずなを深める月間の呼びかけ〕 〔「なかよしの木」の掲示〕 

 

本時の学習でリフレーミングの手法を初めて経験した。自分の短所と感じていることを出し

合う中から互いの辛さや悩みに気付けた。その後、班の友達と意見を交流し合い、友達や自

分自身が短所と捉えていることを長所の言葉に捉え直すことができた。互いの辛さを共感的

に受け止め、支えていこうとする思いを育むことができた。本時の学習の後、友達の気持ち

を明るくしてくれる言葉かけをする姿が多く見られるようになった。 

 
＜人権を大切にする視点＞ 

○育てたい資質・能力：相手の立場に立って、相手の辛さや苦しさに気付くことができる。

（技能的側面－イ） 

○人権が尊重される授業づくりの視点：友達が短所を話すときには、友達の辛さを想像しな

がら聞くようにする。（共感的人間関係②－ウ） 
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毎月第４月曜日の集会で行っている「ハッピー集

会」では、それぞれの月ごとに誕生日を迎える児童を

紹介し、全校でお祝いしている。音楽委員会の児童が

中心となって会を進めている。歌や輪飾りのプレゼン

トがあり、前で紹介された児童もにこにこと、とても

いい表情をしている。あわせて、児童玄関にも月ごと

の誕生日紹介の掲示を行っており、誕生日を確認し合

うことを通して、一人一人の大切さを考えるよい機会

となっている。 

各学級でも一人一人を大切にしようとする取組

が行われている。１年生では、友達から言われると

嬉しい「ふわふわことば」を書き、廊下に常時掲示してい

る。２年生では、第１次人権月間後、「しあわせのクローバ

ー」に取り組んでいる。友達からされて嬉しかったことや

友達のいいところを書いたカードがたくさん集まっている。

誰でもいつでも目にすることができ、「体育の登り棒のと

き、『がんばって』と言ってくれてありがとう。」など、日

常のかかわりを通して温かい心が広がっている。  

また、校内では人権標語やポスターを募集し、廊下に常

時掲示している。人権標語は、短い言葉で人権の大切さを

知ることができ、児童へのよい刺激となっている。保護者

からの応募もあり、人権を大切にしようとする心が地域に

も広がりを見せている。 

 

 

 

 

 

 

(2) 保護者や地域への啓発と職員研修の充実 

ア 保護者や地域への啓発 

保護者や地域へ人権教育の目的や本校の研究内容を知らせるために、月１回発行し

ている学校だよりや学校ホームページを活用している。学校だよりはすべての保護者

と地域の方々の手元に届くようにしている。学校ホームページは、多くの情報を知ら

せることができ、特に児童が笑顔まんかいで活躍している姿を紹介するように心掛け

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 
夏休み前の授業参観は、全学級で人権学習の公開授業を行っている。荒尾市共通教

材を活用した学習を基本に、個別的な人権課題や学級の諸問題の解決に向けた学習を

公開している。授業参観後の学級懇談でも人権課題についての意見交換を行ったり、

授業参観の感想等のアンケートを実施したりして、保護者や地域の方々への啓発の機

会としている。 

（※印は、ＰＴＡ・地域等の関連行事）１１月 ー主な行事ー

さわやか検査 15日 振替休業日１日
親睦陸上大会予備日（５・６年は弁当） 平井フェスタ準備（全学年弁当持参）16日

17日 平井フェスタ２日 ミニバスケットボール秋季大会
５日 音楽集会（３・４年） よむよむくん 振替休業日18日

歯科再検査 縦割り班遊び 20日 縦割り班遊び６日
学校保健員委員会（４～６年）学力充実タイム 21日

７日 市内連合音楽会（３・４年参加） 22日 学力充実タイム
委員会活動 25日 集金日 学校集会（４年）

８日 給食なし３時間授業 26日 よむよむくん
森川杯小学生サッカー大会 27日 租税教室（６年） 学力充実タイム９日

さわやか検査 にこにこタイム11日 児童集会 28日
クラブ活動 学校保健員委員会(１～３年)13日 さわやか検査 学力充実タイム

※ＰＴＡ運営委員会 29日 鍛錬遠足（全学年おにぎり弁当）
にこにこタイム １～５年は４時間授業14日

おめでとう！

○平成２５年度熊本県体力優良校
平井小学校

○玉名荒尾読書感想画コンクール
・特選 １年 髙口維吹さん

２年 椎葉光涼さん・埴田ひかるさん
・入選 １年 有馬愛音さん・小栁陸來さん

２年 小林力斗さん
５年 長瀬 優さん

○全国小中学生作文コンクール熊本県審査
・優秀賞 ２年 藤本春菜さん

○熊本県児童文集荒尾市予選通過
１年 杉本心真さん・川本しおりさん
４年 庄山聖夏さん
５年 山本莉大さん
６年 香月祐海さん・野中 海さん

○平成２５年度玉名荒尾科学展
・入選 ２年 松尾和紅さん・藤本春菜さん

６年 田代尚人さん・古川萌絵さん
香月祐海さん

・佳作 ３年 大瀬 楓さん
５年 吉村聖香さん

地震避難訓練

、 。1日 地震避難訓練を行いました
今回は、気象庁が作成している

「緊急地震速報を使った避難訓練
用ＣＤ」を活用して、大きな地震
などがあった時の対応の仕方を訓

。練しました
、家庭でも

万一の時に
どう対応す
るか、話し
合っておい

。てください

「人権子ども集会」参加報告会

21日の児童集会。12日の「熊本
県人権子ども集会」に参加した10
人の子どもたちが、全校児童への
報告をしました。
他の学校の発表から感じたこと

や 学 ん だ こ
と、これから
の生活に生か
したいことな
どを話してく
れました。

校内研究の推進 ③

子どもたちのソーシャルスキル（社会性：体験を通して学んだ人づ
きあいのやり方）を高めようと始めた朝の「にこにこタイム 。メニ」

「 」 「 」ューは 気持ちのよいあいさつのスキル や 上手な頼み方のスキル
「あたたかい言葉けのスキル」などなど。ほかにも、定期的に行う縦
割り班活動や、昼休みの縦割り班遊びも同じ目的で行っています。

（第１回人権月間：学校集会でよびかけ） 
〔ハッピー集会での誕生日紹介〕 

〔１年生学級掲示「ふわふわことば」〕 

〔学校だより：一部抜粋〕 

〔人権標語：児童〕 〔人権標語：保護者〕 〔人権ポスター〕 

〔平井小学校ホームページ〕 

http://www2.higo.ed.jp/es/hiraies/ 
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イ 職員研修の充実 

   (ｱ) 人権教育の指導方法等に関する研修 

福岡県人権研究所の谷口研二氏をお招きし、「人権

教育の指導方法等の在り方について[第三次とりまと

め]」で示されている人権教育の進むべき方向性につい

て研修を行った。［第三次とりまとめ］作成に直接関わ

られた谷口氏から今後の人権教育の指導方法等の改善

に向けた講話を受け、本校での実践内容を見つめ直す機

会となった。谷口氏の講話から、学力保障、集団・

仲間づくり、隠れたカリキュラムの意識化の重要性

を改めて学ぶことができた。 

   (ｲ) 基本的認識を深める研修 

教職員の人権課題に対する知的理解と

人権感覚を高めるために様々な研修機会を

生かすようにしている。 

荒尾市人権同和教育研究協議会が主催

する「部落問題連続講座」の現地フィール

ドワークには職員が毎年参加している。当

事者の方からの聞き取り等を通して同和問

題についての理解と解決に向けての意欲を

改めて高めている。 

平成２５年度には全職員で水俣市立水

俣病資料館等を訪れ研修を深めた。高学年

担任だけでなく全ての職員が水俣病及び水

俣病をめぐる人権問題について正しく理解

し、解決に向けた取組の重要性を学ぶ機会

となった。高学年担任の経験が尐ない教職 

員も、語り部の方の講話を直接聞く中から、 

水俣病をめぐる人権問題について必ず無く

さなければならないという意識を強くもつ 

ことができた。 

   (ｳ)  人権教育の基盤づくり 

日々の教育活動での教職員の言動は、児童の人権意識の育成をはじめ心身の発達

に隠れたカリキュラムとなって大きな影響を与える。特に、児童が学校で多くの時間

を過ごす学習活動の中で、教師が児童の人権意識を高めることができるよう、「人権

が尊重される学習活動づくりチェックシート」をつくり活用している。 

毎時間の授業で児童の人権意識を高めることができているかどうか、機会を捉え

て自己評価や相互評価を行い教職員の自覚を深めている。 

 

 

 

 

存在感 共感的 自己選択

学習用具の準備ができているか。
事前準備に対する目配り、声掛けができているか。

①ア ①ア

黒板は、本時の学習に関するものだけになっているか。 ③イ ①ア

教師と児童が、互いに目を見てあいさつをしているか。 ③ア

意図的な指名など、一人一人が活躍する場を考えているか。 ②ア

指名するときは呼び捨てにせず、「くん」「さん」をつけて呼んでいるか。 ③ア

自分なりの発想や方法が認められたり、自己選択したりできる場を工夫して
いるか。

②イ ③ア

個に応じた改善課題（個別の課題）や改善方法（ヒントカードなど）を示し

ているか。
①ウ ③イ

認め・ほめ・はげます言葉をかけているか。 ③ウ

板書でのチョークの色は、誰もが見やすい色を使っているか。 ①イ ①ア ③ウ

一人一人が自由に発言できる雰囲気づくりができているか。 ②ウ ①イ ④ウ

ネームプレートなど、男女で色分けをしていないか。 ③イ

互いの発言を最後まで聞く習慣や誤答を大切にする習慣を育てているか。 ②ウ ②イ

他者の発言や作品のよさに気付き、学ぼうとする態度を意識させているか。 ②ア ⑥ウ

実態や学習内容に応じた学習形態や活動の場をつくっているか ②エ ②イ ⑤ア

教師の意図と異なる考えを抑圧したり切り捨てたりしていないか。 ①ウ

一人一人の思考過程や学習過程を認めているか。 ①エ

一人一人が活躍する場をつくれたか。 ②エ ⑥イ

終わりの時間は守れたか。 ③ア ②ウ ⑥ア

作品やワークシートを掲示するとき、誤字脱字や人権侵害に当たる表現を確

認しているか。
①ア

作品などの掲示物には、作品の良さや一人一人のがんばりを認め・ほめる朱

書きがあるか。
③ウ ②ア

欠席者の作品などの配慮がされているか。 ③ア

教室や教卓は整理され、不必要な物や意識を引きつけそうな物が目に入って

こないか。
①イ ①ア

教室前面は、簡潔な掲示がなされているか。 ①ア ①ア

プライバシーに関わる物が掲示されていないか。（宿題チェックカード、読

書がんばり表、そうじ名人表など）
②エ ②ウ

授業づくりの視点

平井小学校　人権が尊重される学習活動づくりチェックシート　（教師用）

チェック！

(○・△)

授
業
前

つ
か
む

ま
と
め
る

授
業
時
間
外

考
え
る

学
び
合
う

〔人権学習の公開授業〕 〔学級懇談での意見交換〕 

〔人権が尊重される学習活動づくりチェックシート：一部抜粋〕  

〔谷口研二氏による講話〕 
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 質 問 項 目 種類 結果 増減 

① 学校（学級）が楽しいと感じている Ａ 88％ 93％ +5％ 

② クラスはみんなで協力し合っている Ｂ 86％ 93％ +7％ 

③ クラスは色々な活動にまとまって取り組んでいる Ｂ 89％ 98％ +9％ 

④ 学校は、自分が努力したことをほめたり認めたりしてくれている Ａ 94％ 98％ +4％ 

 

 

 

１ 児童の変容 

(1) 児童の学級・学校に対する意識の変容（「笑顔まんかい」について） 

ア 学級満足度の推移（学級集団の傾向を把握するためのアンケート）<資料１> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「学級生活満足群」の割合は全国と比較して大きく上回っている。また、本研究に

おいて「笑顔まんかい平井っ子の育成」を目指した様々な取組を継続してきた時間の

経過とともに「学校生活満足群」の割合が高くなっていることが分かる。「笑顔まん

かい」で学級生活を送れる児童が増えてきたと言える。 

しかし、「侵害行為認知群」「非承認群」「学級生活不満足群」を合わせると約３

３％あり課題として残っている。さらに児童一人一人が認められ安心して生活できる

学級づくりの取組が必要である。 

  イ 学級・学校に対する好意度の推移 ＜資料２＞ 

 

※ 「種類」は、結果分析に利用したアンケートの種類を示している。 

Ａ：学校評価アンケート（児童用）［資料２、３、４、５で利用］ 

「結果」は、肯定的な評価「よくあてはまる」「ややあてはまる」の集計結果。「増

減」は、平成２５年２月と平成２６年７月の比較。 

Ｂ：学級集団の傾向を把握するためのアンケート［資料２、３、４、５で利用］ 

「結果」は、肯定的な評価「とてもそう思う」「すこしそう思う」の集計結果。「増

減」は、平成２５年７月と平成２６年７月の比較。 

Ｃ：平成２６年度全国学力・学習状況調査［児童質問紙］［資料４、５で利用］ 

「結果」は、肯定的な評価「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」の集計

結果。「増減」は、全国の値と本校の値の比較。 

どの質問項目でも肯定的な回答の割合が高く、特に平成２６年７月の調査では、す

べての質問項目において９０％を上回っている。学級・学校内での人間関係が良好で

あり、教師と児童との関係も支持的で肯定的なものとなっていることが分かる。学級

や学校で協力して活動することを楽しみ、活動に対して賞賛や激励が得られ、多くの

児童が「笑顔まんかい」で学校生活を過ごしていると考えることができる。 

 

Ⅲ 研究の成果と課題 
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 重点項目 質 問 項 目 種類 結果 増減 

① 

知－ア 

みんなで決めた決まりは守っていますか Ｂ 96％ 98％ +2％ 

② クラスの友達は親切にしてくれる Ｂ 94％ 97％ +3％ 

③ 掃除や係、委員会の仕事などをがんばっている Ａ 95％ 98％ +3％ 

④ 

知―エ 

嫌なことを言われたりからかわれたりしてつらい Ｂ 46％ 32％ -12％ 

⑤ クラスの人から乱暴をふるわれることがある Ｂ 27％ 15％ -12％ 

⑥ 休み時間などに、ひとりぼっちでいることがある Ｂ 24％ 15％ -9％ 

 

 重点項目 質 問 項 目 種類 結果 増減 

① 

価－イ 

自分には、よいところがあると思いますか Ｃ 76％ 82％ +6％ 

② 毎日、家庭で決められた以上の勉強をしている Ａ 74％ 83％ +9％ 

③ 難しい問題でもあきらめないで考える Ｂ 96％ 98％ +2％ 

④ 

価―ウ 

だれにでも元気にあいさつをしている Ａ 88％ 98％ +10％ 

⑤ 登校班や日常での交通事故に気を付けている Ａ 97％ 98％ +1％ 

⑥ クラスの人からすごいなと言われることがある Ｂ 69％ 75％ +6％ 

⑦ 失敗したとき、クラスの人は励ましてくれる Ｂ 78％ 84％ +6％ 

(2) 人権教育を通じて育てたい資質・能力に関する意識の変容（重点項目について） 

ア 知識的側面について＜資料３＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識的側面については、具体的な行動面で評価した。 

知識的側面－ア「人が幸せに生きるために大切なことを、生活と結びつけて理解す

る。」ことを行動としてできていると感じている児童の割合は高く、重点に据えて取

り組んできたことで更なる向上が見られた。 

知識的側面－エ「きめつけや偏見が人権を奪うことを知り、それを防いだり、解決

したりする方法について知る。」ことに関しては、人権が侵害されたと意識している

児童の割合は減尐している。特に、相手を直接的に傷つける「からかい」や「暴力」

について大きく減尐していることが分かる。このことから、知識が深まっただけでな

く、行動化につながってきている。しかし、嫌なことを言われたりからかいを受けた

と感じている児童が３２％、暴力をふるわれたりひとりぼっちになったりしたと感
じている児童が１５％おり、知識面を行動化できるようになるための取組を進めてい

く必要がある。 

 

イ 価値的・態度的側面について＜資料４＞ 

価値的・態度的側面－イ「あるがままの自分を認め、自分らしく成長してい

こうとする。」ことについて、自分のよさを感じている６年生の割合は全国の

値と比較して高い。自分らしさを発揮してよりよい自分になろうと努力してい

る児童の割合も増加している。 

価値的・態度的側面－ウ「自分や他の人たちをかけがえのない存在ととらえ、

大切にしようとする。」ことの中で、あいさつや安全など自分自身で取り組め

ることの値はとても高い。しかし、友達のよいところを見つけてほめたり失敗

した友達に励ましの声をかけたりすることなど、他者を大切にすることに関わ

る内容については割合が向上しているものの、一層の高まりを目指す取組が必

要である。 
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ウ 技能的側面について＜資料５＞ 

 

 重点項目 質 問 項 目 種類 結果 増減 

① 

技－ウ 

相手の話をしっかり聞くことができる Ａ 85％ 94％ +9％ 

② 自分の考えや思いをはっきり相手に伝えている Ａ 79％ 88％ +9％ 

③ 
学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めた

り、広げたりすることができていると思いますか 
Ｃ 66％ 73％ +7％ 

④ 

技―ア 

友達は「くん」「さん」をつけて呼んでいる Ａ 89％ 95％ +6％ 

⑤ 友達にありがとうと言っていますか Ｂ 96％ 96％ 0％ 

⑥ 係の仕事をするとき、意見を言っている Ｂ 68％ 93％ +25％ 

⑦ 誰かが困っているとき、自分から進んで手伝いをしていますか Ｂ 86％ 92％ +6％ 
 

技能的側面－ウ「相手の考えを受け止めたり自分の意見を素直に伝えたりすること

ができる。」ことについては、話すことと聞くことについて自信をつけている。しか

し、話し合いを通じて考えを深めていく技能は、より高めていく必要がある。 

技能的側面－ア「互いの違いを認め、誰とでも分け隔てなく関わることができる。」

ことに関しては、すべての質問項目で９０％を上回っている。「係の仕事をするとき

に意見を言っている」が２５％も向上したことは、自分が話をすることに自信をつけ

たことのみならず、様々な活動を通して、他者との人間関係が良好になり発言しやす

くなったことや人の役に立ちたいという思いなど、複数の要因が重なった結果だと考

えられる。 

 (3) 標準学力検査の結果から＜資料６＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３年間の標準学力検査の偏差値の推移を見ると、全国平均をすべて上回っているもの

の、やや下降傾向であると言える。学級別に見ると、学級満足度の向上と共に学力検査

の偏差値が高まった学級がある。しかし、学級満足度の向上は見られるが、学力検査の

偏差値は下降した学級もあった。 

学力不振児の割合は、３年間を通して尐しずつ減尐している。総合学力の標準偏差も

小さくなる傾向（H25.2：9.1 ポイント、H26.2：8.8 ポイント）が見られ、学力差の解消

が尐しずつ進んでいる。 

２ 成果と課題 

 (1) 仮説１について【人権が尊重される学習活動づくり】（○研究成果、▲今後の課題） 

○ 人権教育を通じて育てたい資質・能力を、児童の実態から重点化し「具体的な児童

の姿」として共通理解すると共に、人権を尊重する授業づくりの視点を授業の中に位

置付け、人権を大切にする視点を取り入れた授業づくりをすべての教育活動を通して

取り組んだことで、人権に関する知的理解と人権感覚が育ちつつある。 

15.6%

14.7%

14.4%

14.0%

14.2%

14.4%

14.6%

14.8%

15.0%

15.2%

15.4%

15.6%

15.8%

16.0%

平成２４年２月 平成２５年２月 平成２６年２月

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

平成２４年２月 平成２５年２月 平成２６年２月

学校全体 学級Ａ 学級Ｂ 学級Ｃ

① ② 

〔標準学力検査偏差値〕 〔学力不振児の割合〕 
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（資料３、資料４、資料５） 

○ 「勉強時間のあたり前」を設定し、授業のユニバーサルデザイン化等、分かる・で

きる授業づくりに取り組んだことで、児童は日々の学習の中で達成感や満足感を積み

上げることができた。そのことが自己肯定感を高め、自分のよさを感じ、自分を大切

にしていこうとする態度につながってきた。（資料４－①②③） 

○ 学習過程の中に「伝え合い、認め合う活動」を位置付け、ペア学習やグループ学習

を意図的に多く取り入れてきたことで、互いを認め合う意識の高まりへとつながり、

自分の考えを受け入れられる経験や他者の考えのよさを感じる機会が増えた。（資料

３－②、資料４－⑥） 

▲ 個別的な人権課題に関する学習は、それぞれの人権課題についての系統的な学習が

推進できるよう、教育活動全体を見直し発達段階に応じた指導計画を作成する必要が

ある。 

▲ 確かな学力の育成について、学力的に厳しい立場に置かれている児童の学力保障に

は一定の成果が見られた。しかし、すべての児童の可能性を伸ばす学力向上までは至

らなかった。人権が尊重される学習活動を基盤に、全職員で学力向上を目指した取組

を更に推進していかなければならない。（資料６－①②） 

(2) 仮説２について【人権が尊重される人間関係づくり】（○研究成果、▲今後の課題） 

○ 「にこにこタイム」を設定し、学級の友達や異学年児童との交流を多くしたことで、

自分の思いを伝えたり相手の考えを聞き入れたりする機会が多くもてた。その経験の

中で話したり聞いたりすることに自信を深め、コミュニケーション能力を高めること

ができた。（資料⑤－①②） 

○ 登校してくると、まず職員室を訪れ元気なあいさつをした後に教室に向かう児童が

とても増えた。学級活動の時間にソーシャルスキルトレーニングなどを取り入れたこ

とで、児童は活動を楽しみながらコミュニケーションの技能や共感的な人間関係のつ

くり方を体験的に理解し身に付けることができた。 

（資料４－④、資料５－④⑤） 

▲ 「にこにこタイム」や「なかよし給食」、「地域の方々との交流」など様々な機会

をとらえて人間関係づくりの取組を継続してきた。今後は、一つ一つの活動の意義を

常に考え、児童にも理解させたうえで、感謝の気持ちや自他を大切にする意識を深め

ていく必要がある。 

▲ 人権教育を通じて育てたい資質・能力を育むためにどのような技能を付けさせたり

体験させたりすることが必要か、児童の実態を細かく分析し、より効果的な活動とな

るよう学級活動や「にこにこタイム」の年間活動計画を修正し続けなければならない。 

(3) 仮説３について【人権が尊重される環境づくり】（○研究成果、▲今後の課題） 

○ 「なかよしの木」の取組の中で異学年に「ありがとう」メッセージを伝えたり「ハ

ッピー集会」の中で誕生日紹介を行ったりすることで、児童は自分が大切にされてい

る・学校が楽しいと感じることができるようになった。自分が大切にされていること

に気付く中から自分に自信をもち、他の人の役に立ちたいという思いが育まれ、自他

を大切にしようとする態度や行動が見られるようになった。 

（資料２－①、資料３－③、資料５－⑥⑦） 

○ 「人権が尊重される学習活動づくりチェックシート（教師用）」を作成することで、

教師は授業時間内やそれ以外で児童に対してどのような言動をとるべきか深く考える

ことにつながり、人権意識を高めることになった。また、チェックシートを教師が自

己評価や相互評価の視点として活用する中で、児童の人権を大切にする取組となり、

児童が安心して学校生活を送れるようになった。（資料２－④） 

▲ 保護者や地域への啓発は、学校だよりやホームページなどを活用して行うことが中

心であった。本年度から授業参観や学級懇談の機会を生かして話し合ったりアンケー

トを実施したりし始めたところである。今後は、人権教育の講演会などを実施し、個

別的な人権課題をはじめインターネット等における人権問題など現代的な課題につい

ても情報発信し、地域全体で人権を守ろうとする意識を高めていく必要がある。 
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(4) 研究全体を通して 

  ア 児童の日常の姿から 

日常生活の中で、「笑顔まんかい」で自他を大切にする児童の姿が多く見られるよ

うになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 保護者の感想から 

７月の授業参観で人権学習の授業公開を行った。そして、授業参観後に保護者に感

想や考えを伺うアンケートを実施した。保護者への啓発の機会となると同時に、保護

者の願いを知り、信頼関係を築く機会ともなった。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ウ 教師の意識や行動の変化から 

人権教育の研究に取り組み、「笑顔まんかい平井っ子の育成」を目指した教育実践

を行うことを通して、教師自身が知的理解を深め人権感覚を研くことができた。そし

て、教師が、すべての教育実践において「自他を大切にする」という視点を常に持ち、

児童への対応などで人権を尊重する意識や行動をより一層高めることにつながった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 研究内容全般について 

仮説１～３に関する様々な取組により、その成果として学級生活に満足感を感じる

児童が増加していることがアンケート調査（資料１、資料２）から明らかになった。

 
○ 相手の気持ちになることがまず大事な授業だと思いました。一人一人が自分の意見を話

してくれていたのでよかったです。なかなか日頃、人権に対して考える時間がないので、

こういう取組も大事だと実感しました。 

（「本日の授業を参観されての感想」に関する記述） 

○ 荒尾で育ってきた私は、小学校から高校まで人権学習をした記憶が今でもあります。年

間を通して学習する機会が多く、この学習が大人の今も大変役立っています。人権問題は

根深く、様々な問題がありますが、やはり、知ることが１番大切だと思います。自分には

関係ないというのではなく、まずは今の社会にいろいろな差別やいじめが絶えないことを

知ることから始まります。我が子にはよく知り、よく考える力を身に付けてほしいと思い

ます。 

（「人権学習を通してどんな力を付けてほしいか」についての記述） 

 

 
○ 登校班で安全に気を付けながらまとまって登校し、遠くからでも元気よく「お

はようございます。」とあいさつの声を響かせている。地域の方からも「子ども

たちのあいさつがとてもよくなりましたね。」と連絡をいただいた。 

○ 昼休みには、同じクラスの友達だけでなく異学年の児童とも「笑顔まんかい」

で仲良く遊ぶ姿を多く見かけるようになった。興奮して大きな声をあげる等、

落ち着かない姿を見せる児童がほとんどいない。 

○ 下校時に「おなかが痛くなった。」と訴えた１年生のランドセルを２人の３年

生が持って、１年生のお母さんのところまで送り届けてくれた。 

 

 
○ 小さながんばりを見つけ、ほめて自信を持たせることを常に意識し、接することが

できるようになっている。 

○ 保護者には、以前はお願いすることが多かったが、子どもたちのできているところ

を、まず伝えるようになった。 

○ 子どもたちに指導する以上に、自分自身が人によって態度を変えることはおかしい

と思えるようになった。 

○ 育てたい資質・能力を意識して授業が行えるようになってきた。子どものよいとこ

ろに目がいくようになり、指導する場面でも、じっくりと子どもの声を聞くようにな

った。 
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また、学習プリント等を配る時に「はい、どうぞ。」「ありがとう。」と声を掛け合

ったりするなど、児童の行動においても変容が見られた。 

これらはすべての教育活動に「人権教育を通じて育てたい資質・能力」を位置付け、

更に、児童の実態から重点項目を設定した上で具体的な児童の姿を定め、全職員で同

じ方向を目指した児童の育成に取り組んできた結果である。特に、毎時間の授業の中

で「人権教育を通じて育てたい資質・能力」を明らかにし、それを育むための「人権

が尊重される授業づくりの視点」を明確にもって臨むことで、本時の目標を達成しな

がら自他を大切にする子どもを育む学習活動へと改善できつつある。 

この２年間の取組で人権が尊重される環境づくりを基盤として、人権が尊重される

学習活動づくりと人権が尊重される人間関係づくりを意図的・計画的に進めていくこ

とで、学校や学級の雰囲気が和やかであたたかいものとなり、児童がいきいきと活動

し笑顔で生活できる学校・学級となることが分かってきた。 

しかし、「人権教育を通じて育てたい資質・能力」の捉え方や、授業の中へ位置付

ける重要性など、全職員の理解ができてきたところであり、研究実践を深めるのはこ

れからだと考えている。また、職員も４月の定期異動などで入れ替えがあり、全職員

で共通理解・共通実践をスムーズに行うまでに工夫が必要であることも実感した。 

児童においても、思いを伝えることが苦手な児童や学級生活に満足できていない児

童がまだまだ存在する。なかには、感情を抑えることが十分にできず相手を傷つける

言動をしてしまう児童もいる。 

これからも小規模校という本校の特徴を生かし、全職員で一人一人の児童を大切に

した取組を継続していきたい。そして、児童、教師、保護者、地域の方々等すべての

人が「笑顔まんかい」になれるよう研究と実践を深めていきたい。 
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